
令和７（2025）年度事業報告

拡大 啓発

安全 反省



実績数値

２０２４＜２０２５拡大を達
成しました。

会員数の増加

仕事数の増加

積極的な営業
活動を展開し、
仕事を増やす
取組を推進し
ました。

会員を増やす取
組を推進しまし
た。

２つの歯車を動かす事で、
2025年度事業計画の目
標値は役員・会員・事務
局の努力と数値を意識し
た取組により達成する事
ができました。

・粗入会率2％の維持
・就業実績７％の増加

新規登録会員を前年267
名から334名に増やし67
名のプラスにしました。
在会員は1,735名から
1,832名のプラス97名の
増加となりました。

契約実績は請負・派遣で前年
度908,909,591円から
975,178,761円で66,269,170
円の増にする事ができました。
公共19,034,469・民間
27,350,696・派遣19,884,005
円に伸ばすことが出来ました。



年度目標である粗入会率2％の堅持と会員数の増加を達成しました。
【主な会員獲得への取組】

・入会説明会の開催頻度を増やし入会機会の間口を広げました。
・出張説明会を実施し待つから出向くに転換し地域でのPRに努めました。
・新たな試みとしてクオカード贈呈を活用した紹介キャンペーンを実施し
新規の入会動機に繋げました。
・新たに阪急駅前ロータリーに巨大看板を設置し入会募集を周知しまし
た。
・新聞折込や地域催事、講座やジェイコム番組出演やCM等を最大限媒
体として活用して会員募集の周知に努め会員を増やす取組を行いました。
・全世帯に配布される市の広報誌に広告を掲載し会員募集を宣伝しまし
た。
・会員数を意識し出来うる限りのあらゆる手法を実行して、昨年度の数値
を上回る事が出来ました。

粗入会率 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

令和７年度 2.03 2.06 2.09 2.09 2.1 2.12 2.15 2.18 2.2 2.17 2.16 2.13

令和６年度 2.01 2.01 2.03 2.05 2.05 2.07 2.1 2.12 2.14 2.09 2.07 2.05

令和５年度 1.93 1.92 1.94 1.94 1.97 1.97 2 2.04 2.06 2.03 2.01 1.98
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会員数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

令和７年度 1,722 1,749 1,774 1,779 1,788 1,817 1,841 1,873 1,892 1,868 1,854 1,832

令和６年度 1,689 1,685 1,708 1,725 1,730 1,748 1,774 1,794 1,812 1,767 1,749 1,735

令和５年度 1,608 1,605 1,623 1,634 1,645 1,650 1,676 1,705 1,722 1,699 1,683 1,660
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前年度比7％の増を達成しました。
・公共：新たに上穂積バスターミ
ナル、茨木学童保育室、ともしび
園での業務、子育て関係の産前
産後支援業務を受託する事が出
来ました。
・民間：営業活動を強化し既存業
務の拡大と新規依頼の開拓に努
めました。
・家庭：放置休耕田の除草依頼を
はじめて受託するなど、依頼者の
高齢化に伴う支援的な仕事を多
数受託し履行しました。
・業務担当は前年対比を意識し数
字にこだわる就業開拓に努めまし
た。

事業実績 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

令和７年度 77,792,450 82,611,178 85,012,699 88,896,599 78,131,620 81,718,719 86,298,424 80,041,921 80,665,157 75,782,569 75,574,290 82,653,135

令和６年度 73,755,340 78,131,395 77,915,413 82,524,047 75,367,476 76,060,401 80,519,072 77,851,377 73,262,276 68,718,424 70,545,673 74,258,697

令和５年度 65,117,073 69,967,158 74,808,891 75,034,366 70,026,863 71,881,983 77,386,410 74,255,277 71,944,049 65,903,455 67,893,974 70,988,286
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・主に市内在住のシニア層を対象にイベントを開催して、参加された方
に新規登録の勧誘とセンター事業の周知を実施しました。
・イベント参加募集には必ずセンター説明会に参加する事を条件に入
れ新規の会員獲得を強化しました。
・参加者には必ずアンケートに回答してもらい入会希望者には後日電
話での勧誘を行い地道に会員登録に繋げる取組を展開しました。
・各イベントにおいて多くの方が参加されセンターを知るきっかけに繋
げました。

主
な
啓
発
活
動



：

： お一人様　会員は2,000円　同伴者3,000円

：

：

：

：

2. 参加費

令和7年11月18日（火）

※経費の約半額はセンターで負担をしています。

令和7年9月吉日
(公社)茨木市シルバー人材センター

事務局

1. 実施日

4. 申込方法 別紙の参加申込書に参加費を添えて、直接事務局まで申し込んでください。

先着順に受付、定員になり次第締切りとさせていただきます。

収穫予定の野菜は里芋・大根・白菜など　柿の収穫もあります。お土産付き

注意）同伴者は茨木市在住の60歳以上の方に限る！！

5. 持ち物

6. その他 お昼はお弁当を用意しております。

㊟参加費用については、返金する事が出来ませんので日程等十分に注意してください。

当センター会員とその同伴者1名（定員44名　先着順）

軍手・帽子・水筒など　野外での活動になるので必要と思うもの！！

3. 参加資格

養父市シルバー人材センター
シルバー農園収穫体験・親睦研修会と同伴者をできれば、

入会に繋げる宣伝！！

行 先と行 程 (予定)

会員日帰り研修兼入会啓発バスツアーを実施します。
今回は、会員の親睦、体験研修と会員さんのお友達（同伴者1名）を

誘って、会員登録に繋げるご協力をお願いします。
参加ご希望の会員のかたは、別紙の参加申込書に参加費を添えて、
直接事務局まで申し込んでください。（同伴者分も一括して支払う）

なお、受付は10月1日から10月29日までの間ですが募集定員の44
名になり次第受付を終了します。※会員1名（同伴者なし）でも参加
は可能です。（受付は土日祝は除く）
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小雨決行します。

合羽、着替えの用意も

忘れずに！！
土を触りますので多少汚れ
ます。

（実施）大阪府知事登録旅行業第3-2654

（一社）全国旅行業協会正会員
総合旅行業務取扱責任者

SKトラベル〒564-0034 大阪府吹田市西御旅町

1-14
（企画）茨木市シルバー人材センター
企画責任者 山口
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大阪関西万博ツアーを啓発媒体として活用し、市
内在住６0歳以上の市民と会員に参加して貰い、移
動バス内でのセンター説明会の開催と会員が直接
参加者に登録を勧誘できる機会を創出することに
より多くの新規会員登録に繋げる事が出来ました。
また、養父市シルバー人材センターでの野菜収穫
体験も同様に啓発媒体として活用し、参加者を会
員登録に繋げました。

新聞折込を活用したチラシ配布を実施したり、市に対する営業
チラシを全課に配布するなど積極的な就業開拓に努めました。
全世帯に配布される市広報誌への広告掲載も活用し会員拡
大・就業拡大のPRを展開しました。
クオカード贈呈を活用した期間限定での会員紹介キャンペー
ンを実施し、新規会員獲得にも努めました。



2 0 2 5 . 9 . 2 .除草業務カルマー使用刈払機 講習会
講師 枚方市シルバー人材センター

主
な
安
全
対
策

・除草刈払機の講習を開催し
使用の際の安全に対する意識
の向上と適正な使用法を学び
ました。また、民間業務での緑
化業務従事会員にも新たに講
座の受講を義務付け安全就業
の徹底を促進しました。

・主な移動手段である自転車に
関する安全講習会を開催し交
通ルールの順守や乗車の際の
注意点などを実車に近いシュミ
レーターを活用して学びました。
・常の会員活動への安全に配
慮して自転車ヘルメットの助成
を実施しました。

・熱中症対策として空調服購入
の助成と5月にひんやり首タオ
ルを全会員に配布しました。

除草・剪定業務については重装備で長時間炎天下での作業になる事から7月から9
月までの作業を制限しました。使用する道具を自らメンテナンスする事で安全意識
の向上にも繋がりました。
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・専門業者と連携した専門的な内容の講座を企画し触れる、知る、習
得するを命題に開催し、多くの会員に体験してもらう事を推進しました。
・健康デーと銘打ち南保健福祉センター保健師の協力を得て多彩な
内容で複数回の会員健康チエックを開催しました。

反省

・特に公共業務における苦情30件のうち就業不履行は２４件発生して
おり、発注者および利用者に大変迷惑をかける結果となりましたが再
発防止の研修会や注意喚起（SMS/文章通知）を徹底する事で著しく
信用を失墜せずにすみました。（人権に関する研修を緊急に開催し
た）
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❖人流が多く集まる阪急駅前と茨木郵便局に巨大広告を設置しPRを強化しました。❖地域の学習支援として平田中学の
生徒を対象に学習支援活動を展開しました。❖スーパー銭湯（すみれの湯）の協力を得て会員優待制度の締結と館内広
告の掲出を行いました。❖郵便局の協力のもと特殊詐欺防犯講座を実施しました。



・韓国市議団の訪問研修を年2回受け入
れ国際交流をはかり、相互のシニア施策
の意見を熱く交わしました。

・地域連携として、南中学校課外学習、
シニアカレッジ未来塾生の受入れを行い
センターの周知を図る事が出来ました。

・茨木市議公明党議員の皆様の訪問を
受けシルバー事業へのご理解をいただ
きました。

J:COMの協力のもと、メディアを活用したPRを行いました。



・シルバーの社会貢献の取組として会員ボランティアにより運営される
こども食堂には、女性会員だけでなく男性会員や、地域の学生さんな
ど多くの方が参画し運営されています。

・毎月第３金曜日に開催されるこども食堂には、多くの児童が来館し会
員のつくる温かなご飯をいっぱい食べてもらっています。

・こども食堂の運営は参画する会員の自主性を重んじ、献立等すべて
を無償で会員が運用する取組として継続しています。

・食材・運営費等について企業や団体、会員から多くのご寄付を頂きま
した。
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